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研究成果の概要（和文）：現代の人類社会が抱える資源をめぐる葛藤の進化史的背景とその解決

法を、霊長類学、生態人類学、先史人類学の分野から分析し、ヒト科類人猿はオナガザル科霊

長類との競合を通じて雑食性とゆっくりした生活史を進化させ、メスの繁殖を左右する食環境

とオス間の競合の影響を弱めるために、類人猿にはない資源の所有と分配の方法を発達させた

ことを明らかにした。その進化史と文化の違いを考慮した解決法を提案した。 

 
研究成果の概要（英文）：In order to elucidate evolutionary history of human conflicts over 

natural and social resources and to argue its solution, we have made three different 

approaches (primatology, ecological anthropology and prehistory). Our results suggest that 

hominines have developed omnivorous diet and slow life history through conflicts with 

sympatric cercopithecines during Miocene, and that hominines have promoted unique 

ownership and sharing methods of resources, by reducing influences from food conditions 

and competition among males. We proposed resolution of conflicts considering both human 

evolutionary trends and cultural variations. 
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１． 研究開始当初の背景 

人類の生態資源と社会資源をめぐる葛藤
の進化史的背景の解釈にはこれまで大きな
誤解があった。人類が進化の初期段階から大
きな脳による高い知性で狩猟を中心にした
生業活動を開始し、その技術を集団間関係に
適用して支配・被支配の社会関係を構築した
とする考えである。それが、現代の人間社会

の資源をめぐる闘争回避を困難にする原因
となっている。霊長類学、生態人類学、先史
人類学はそれぞれの分野でこの問題を論じ
てきたが、まだこの誤解を解いて新たな仮説
を提示するには至っていない。そこで本研究
は調査方法や用語を統一し、これまで蓄積し
てきた資料を見直し、新たに独自の調査を共
同で展開することによって、新しい説を検討
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し、現代の課題に有効な考えを提案すること
を目指した。 

 

２． 研究の目的 

本研究は、霊長類学、生態人類学、先史人
類学の３つの異なる学問分野から、人類が示
す資源利用とそれをめぐる闘争回避の方法
がどのような進化の過程をたどってきたか
を再構築し、人類に最も適した方策を検討す
ることを目的とする。類人猿や人類に利用さ
れる資源を大きく生態資源（食物、採集地、
寝場所）と社会資源（同種の仲間）に分け、
これらの資源をめぐるトラブル、敵対的、宥
和的交渉を記録し、その解決方法を分析する。
また、食環境の変化、消化器官や性的２型の
進化を調べ、同所的に生息する近縁種間、集
団間、同性間、異性間に食や性をめぐる競合
が社会に与えた影響を分析する。主たる調査
は人類が誕生したアフリカ大陸で類人猿と
狩猟採集民、農耕民を対象として行い、ニホ
ンザルの調査を補完的に実施する。人間以外
の霊長類では、父系的血縁関係を推定するた
め、糞から DNA を採取し、マイクロサテラ
イト法によって父性解析を行い、尿や糞に含
まれるコルチゾールの値を測定してストレ
ス状態を判別する。調査法を統一し、社会性
の異なる種間や文化間の詳細な行動比較に
よって、人類が経験してきた資源をめぐる葛
藤とその解決につながる規範の進化史的意
義と現代への応用可能性を考察する。 

 

３．研究の方法 

 これまで代表者と分担者が霊長類学、生
態人類学、先史人類学において実施してきた
調査を継続しつつ、共通な手法を用いて学際
的な研究を行った。調査地は主に人類発祥の
地アフリカとし、比較のため人以外の霊長類
ではニホンザルを対象に調査を行った。タン
ザニアのハレ国立公園、ウガンダのカリンズ
保護区でチンパンジー、コンゴ民主共和国の
カフジ･ビエガ国立公園、、ガボンのムカラバ
国立公園ではゴリラとチンパンジー、カメル
ーン東南部では狩猟採集民、エチオピア南西
部では農耕民、ケニア北部では化石霊長類の
調査を行った。資源を生態資源と社会資源に
分け、生態資源の調査は気候や植物のフェノ
ロジーをモニターしながら進め、GPSを用い
て資源の認知と利用法を、糞からホルモンを
採取して生理状態やストレスを測定した。社
会資源、とくに性をめぐる葛藤は直接観察と
聞き込みによって得た具体例を詳細に比較
検討した。また、糞から DNA を採集し父性判
定や遺伝的多様性の分析から集団構造や繁
殖構造について解析を行った。霊長類化石の
分析は歯の咬耗や安定同位体を用いて行い、
生態資源をめぐる種間、種内の葛藤と生活史
パラメータとの関係を検討した。これらの調

査結果を学際的に議論し、新たな仮説として
まとめた。 
 
４．研究成果 
長期研究の行われてきた霊長類の調査地

で個体の生活史に関するデータを分析した
結果、生態資源をめぐる葛藤は環境条件の違
いにより繁殖パラメータに影響を与え、オナ
ガザル科とヒト科に異なる結果をもたらし
ていることが判明した。メスが生涯生まれ育
った集団を離れない母系のオナガザル科に
比べ、メスが集団間を移籍して繁殖する非母
系のヒト科は、環境条件によって出産率や成
長速度が大きく左右される。とくに、主要食
物の果実が不足する時期に利用される補助
食物の採食戦略が種間の差として重要にな
る。また、ゴリラとチンパンジーの同所性と
生態資源をめぐる葛藤が、土地利用や社会性
の違いを生み出した進化史的背景になって
いる。本研究はゴリラの子殺し行動を地域個
体群の構造やメスの移動、生活史パラメータ
と関連付けて分析することにより、子殺しが
メスの特定のオスとの連合関係を強めて繁
殖を早める効果を持ち、社会構造を変化させ
ていることを明らかにした。チンパンジーの
調査では、性的葛藤が同性間、異性間の社会
関係の形成に及ぼす影響を調べ、性交渉の頻
度や交尾相手の選択、毛づくろいや挨拶行動
に顕著な地域差のあることが判明した。メス
の多数回交尾はオス間の競合を減じ、メス間
の宥和行動はオスと違って優劣順位に基づ
かない関係構築に貢献していることが示唆
された。 
糞から採集した DNAやホルモンを用いた解

析結果も、オスの繁殖戦略が、メスの移籍コ
ストに大きな影響を与えていることを示唆
した。集団間のオスの競合が子殺しを含むオ
スの繁殖戦略に変化をもたらし、メスの集団
間移動を左右する要因となり、ポピュレーシ
ョンの遺伝的構成に変化をもたらすことが
明らかになった。それを食の共同やオスの繁
殖協力によって安定化させたことが、人類に
固有な社会性を生み出すもととなったと考
えられる。 
先史人類学では、これまで発掘を続けてき

た後期中新世ナカリの哺乳類化石の歯のエ
ナメル質安定同位体分析を行い、中新世にお
ける霊長類の多様性と環境変化について分
析した。その結果、類人猿の祖先とオナガザ
ル上科霊長類がともに森林環境に生息し、ニ
ッチをめぐる強い競合を経験したことが示
唆された。これは、オナガザル上科が乾燥域
で進化したというこれまでの説を覆す発見
である。その結果、中新世後期にヒト科類人
猿はオナガザル科に押されて種の数を減ら
し、森林から疎開林やサバンナへと進出し、
雑食性を維持しながら進化したことが明ら



 

 

かになった。また、現生のヒト科類人猿とヒ
トはともにこの雑食性とゆっくりした生活
史の特徴を祖先から受け継いでいることも
判明した。 
生態人類学では、エチオピアの農耕社会と、
カメルーンからコンゴにかけての狩猟採集
社会が、土地、農産物資源、森林の自然資源
をめぐる葛藤に共通な特徴と異なる特徴を
もつことが明らかになった。GPS を用いて狩
猟採集民の移動様式を追跡した結果、彼らは
土地を所有や譲渡の対象とせず、広い範囲を
繰り返し利用することによって食用植物の
密度と量を高めている。徹底的な食物の分配
が生態資源をめぐる葛藤を減じ、権威を集中
させない平等志向が社会資源をめぐる葛藤
を防いでいる。農耕民は土地をめぐる葛藤を
社会を動かす力として利用し、所有と分配を
通じてさまざまな社会関係を生み出してい
る。そこで、両地域における定住、所有、分
配についての資料を分析し、社会的文脈のな
かで生じた分配における差異を明らかにす
るとともに、住民の慣習的権利に配慮した資
源利用のすみわけを行うことを提言として
まとめた。 
これらの 3つの分野における本研究の総合的
な討論として、2009 年に日本人類学会第 21
回進化人類学分科会シンポジウムで霊長類
の暴力とその解決法の進化、日本学術会議公
開シンポジウムで戦争と人類学、第 4回総合
人間学会公開シンポジウムで戦争と人間を
論じた。2010 年には第 23 回国際霊長類学会
の公開シンポジウムで人間の暴力の由来と
その解決法を議論し、2011 年には第 65 回日
本人類学会大会で２つのシンポジウムを開
催し、後期中新世の霊長類コミュニティの維
持機構、繁殖戦略と生活史の進化について外
国人研究者を交えて論じた。また、3 つの分
野の成果はそれぞれ学術論文や英文、和文の
書籍として刊行した他、本研究の総合的な討
論も書籍として編集し出版した。さらに、本
年 7 月に開催される第 28 回日本霊長類学会
の公開シンポジウムや、8 月に開催される第
24 回国際霊長類学会のシンポジウムにおい
て本研究の成果を議論していく予定である。 
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